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第 15 年度総合技術部専門研修（第 2 専門技術室）に参加して 
 




   1-1.ホームページサービス、学術データベースサービス等の業務紹介 
   1-2.残留応力測定システムの開発 ―レーザー光の反射を利用した測定方法― 
1-3.情報センターで取り組んでいる業務の紹介 
   1-4.職場におけるパソコンの扱い方の普及について 
   1-5.耐震・免震・制震の実験における技術職員の役割 
   1-6.京大理学部タンデム加速器の新制御システムの開発 










 内容については上述したとおりです。大別すると、次の 2 つに分けられます。 
・加速器などの各種システムの開発、製作、並びに維持管理について 
・ネットワークやシステムの構築及び、マニュアル作成並びに維持 

















































日時：平成 15 年 9 月 3 日(水)13:00～17:00 
場所：京都大学吉田キャンパス 
 


















静電加速装置 DuET について説明されました。 
時計台の見学と解説では、現在改築中の時計台に組み込まれている免震構造について詳
しく説明がなされました。実際に時計台の地下にも案内していただき実物の免震技術を見
ることができました。防災研究所では地震に関する研究はもちろん建築に関する研究も行
われていますので今回の見学すべてが勉強になりました。時計台の概観や基礎をそのまま
残しつつ、阪神大震災レベルの地震にも耐えられる免震構造を組み込むという技術には非
常に驚かされました。 
たった半日の研修でしたが、他部署で働かれている技官の方の仕事を知ることができ、
時計台の地下の免震構造を見学するという貴重な見学会に参加することができ非常に有意
義な時間を過ごすことができました。今後もこういった研修には積極的に参加していきた
いと思います。 
